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2024年 論文博士（社会福祉学 : 日本福祉大学大学院）取得。
医療法人蒼風会児玉病院にて精神科ソーシャルワーカー（PSW），奈良県の保健所及び精神保健福祉セン
ターにて精神保健福祉相談員として勤務する。2006年より佛教大学福祉教育開発センターにて実習指導講
師，2016年より佛教大学社会福祉学部講師，2021年より准教授，2024年より教授。
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『精神保健福祉の原理』（共著，弘文堂，2022年）
『障害者福祉』（共著，弘文堂，2021年）
『隔離 ･ 収容政策と優生思想の現在』（共著，批評社，2020年）
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